
 

スズキ、インドネシアで新型「ＸＬ７」を発表

 

新型「ＸＬ７」 

 

スズキ株式会社のインドネシア子会社スズキ・インドモービル・モーター社（以下ＳＩＭ社）は、ＳＵＶ

（スポーツ用多目的車）のデザインとＭＰＶ（多目的乗用車）の利便性を融合させた、３列シート７人

乗りクロスオーバー車の新型「ＸＬ７」（エックスエルセブン）を発表した。 

 

新型「ＸＬ７」は、力強いフロントフェイスや張り出しの強いフェンダーモールなどＳＵＶらしいタフ

なスタイリングと、多彩なシートアレンジやゆとりある室内空間などＭＰＶの使い勝手の良さを融合

した、活動的な家族に向けた新しいクロスオーバー車である。 

パワートレインにはパワフルな１．５Ｌガソリンエンジンを搭載し、軽量・高剛性のプラットフォーム

「ＨＥＡＲＴＥＣＴ（ハーテクト）」を組み合わせることで、優れた動力性能と燃費性能を実現した。 

 

スズキは、インドネシア市場で全体の３割以上を占めるＭＰＶセグメントと、近年人気が高まって

いるＳＵＶセグメントの双方に向けて新型「ＸＬ７」を投入することで、幅広くユーザーの獲得を図って

いく。生産はＳＩＭ社のチカラン工場で行われ、周辺のアジア及び中南米へも順次輸出していく

計画である。 

 

●新型「ＸＬ７」の主要諸元  

全長４，４５０ｍｍ×全幅１，７７５ｍｍ×全高１，７１０ｍｍ 

エンジン： １．５Ｌガソリン 

トランスミッション： ５ＭＴ／４ＡＴ 

２０２０年２月１５日 


